
 

済州島（チェジュド）の世界遺産をめぐる旅 
８月１７日（火）から２学期が始まりました。しかし……、全学部オンライン授業

でのスタートです。この日は、あらかじめ録画していた始業式の様子を各学年の IDを

使って zoom で配信。子どもたちは、各家庭のコンピュータ画面の前で始業式に出席

しました。服装は式服で、久しぶりのきちんとした会でしたが、姿勢も良くミュート

のままですが、大きな声で校歌を歌ったり、友だちの２学期の発表を聞いたり、校長

先生の話を聞いたりしていました。 

この週は、すべての学部学年がオンラインで授業を実施。８月２３日（月）からは

幼稚部と１，２年生は登園、登校、中学部は１，２，３年生が１学年ずつ順番に登校

となりました。ソウル教育庁からの指導で、毎日２０００人前後のコロナ感染者が出

ていて、注意レベルも一番高い４ですが、９月６日

からはすべての学部、学年が登校することになりま

した。 

夏休みは２週間とちょっとと短かったのですが、

派遣教員は、海外に行けない分、感染予防に細心の

注意をはらいながら、それぞれ韓国国内を旅してい

ました。わたしは、韓半島の南に浮かぶチェジュ島

の世界遺産を訪ねました。 

                         （済州島はこんな形です） 

 チェジュ島は韓半島の南に浮かぶ火山島で、人口約６５万人、面積は約１８００㎢。

日本で一番小さな香川県とほぼ同じ大きさで、人口は、新潟市より１２万人ほど少な

いという島です。ここには世界自然遺産が３つあります。行く前の資料には３つだっ

たのですが、行ってみると正確にはそこから派生する８つの対象地域がありました。 

火山島なので、岩が多く滝もたくさんあります。島のほぼ中央に韓国で一番高い山、

１９５０ｍの漢拏山（ハルラサン）があります。この山を中心に、オルムと呼ばれる

側火山が３６０ほどあり、これにより島の景観を創り出しています。ハルラ山そのも

のが世界遺産として 2007 年に登録され、そこから流れ出た溶岩による洞窟やオルム

も世界自然遺産に指定されているところがあります。 

（海に直接落ちる滝）       （島の至る所に柱状節理）     （山から流れる川にも滝） 
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○万丈窟（マンジャングル） 

 ハルラサンの火山活動で形成された溶岩洞窟です。

溶岩洞窟は５つが世界自然遺産になっていますが、そ

のうち４つは未公開で、マンジャングルだけが公開さ

れており見学をしてきました。 

全長 7.4ｋｍのうち、約１ｋｍが整備されていて公開

されています。中は天然のクーラーが効いており、この

日の気温は３４℃以上。でも中は長袖が必要なほど寒

かったです。中はライトアップされ、左右の岩肌には、

溶岩が通ったあとがくっきりと残っており、地層のよ

うになっていました。片道１ｋｍ、往復で２ｋｍ約１時

間の見学でした。 

 

（入口はすでに冷気が漂っています）        （両壁に溶岩が流れたあとが…） 

（上層から流れ出た溶岩の重なり）        （済州島の形をした「亀岩」） 

 

○城山日出峰（ソンサンイルチュルボン） 

済州島の最東端に突き出るように、海から地上に

現れたオルム。2011 年と 2012 年２年連続で、アメ

リカの CNN が選定した韓国秘境１位になっていま

す。海抜１８０ｍの頂上まで、30分ほどで登れます。

頂上には、くぼんだ火口がはっきりとわかり、海底

火山の噴火口ということが実感できます。 



 

（まずは麓まで緩やかな石段が続きます）    （頂上は噴火口のあとが！緑いっぱい！） 

（下山途中 右手に今注目の牛島「ウド」が）   （海から噴火した様子が見て取れます） 

 

○漢拏山（ハルラサン） 

韓国の最高峰ハルラサンは標高１９５０ｍ。この火山の噴火によって、済州島は形

成されました。漢拏山（ハルラサン）は、１９５０ｍと大変高い山なので、頂上はい

つも雲に覆われ、見ることがなかなかできないとのこと。私の滞在中も、唯一飛行機

で着陸する時にかすかに見えたものの、その後は一度も顔を出しませんでした。 

一帯は国立公園にも指定されており、登山道も整備されています。登山をする場合

は日帰り（泊りは許されていません）が原則で、しっかりとした計画と、ガイドさん

同行が欠かせません。春夏秋冬どの季節も美しく、その季節の花が咲きます。秋の紅

葉、冬の雪景色も素晴らしいようです。（上の写真は無料サイトからいただきました） 



 

○アルトゥル飛行場 

 済州島の南西、島の先端、黄海に突き出た場所に、旧日本軍の戦跡がありました。

アルトゥル飛行場です。今は、空港があったとは思えないほどのどかな畑が続いてい

ました。ただその中に、済州島ならではの、オルムまでは言えない岩石の丘がたくさ

んあり、それの中をくり抜いて、飛行機の格納庫にしたり、防空壕にしたりしていた

ようです。世界地図で確認すると、ここから中国上海まで約５００キロ。畑のど真ん

中、岩の中に、当時の戦闘機のレプリカ？が置いてありました。近くには日本語の案

内板（下写真）があり、７００ｋｍ離れた南京を爆撃するため、この飛行場から出撃

したと書かれていました。 

 

 タクシードライバー兼日本語ガイドの金さんが、「めずらしいね。日本人でこんな

ところ行ってくれなんて言う人。何も言わなければ、日韓関係も考え、日本人をこん

なところに案内しないよ！」と言っていました。 

（畑の向こうまで飛行場 奥に山房山）        （溶岩を利用した格納庫とレプリカ？）   

（旧日本軍の様子を伝える案内板）        （漫画でも当時の様子を伝えていました） 

（上の案内板の日本語の部分だけ拡大しました。見えますかね？） 


